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寅
年
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
大
勢
の
区
民

が
参
加
し
、
天
候
に
恵
ま
れ
て
盛
大
に
行
な

わ
れ
た
。

二
月
　
　
一
日
　
関
係
者
合
同
会
議

三
月
　
　
八
日
　
御
柱
検
木

二
月
　
十
五
日
　
御
柱
山
出
し

二
月
二
十
二
日
　
綱
打
ち

二
月
二
十
九
日
　
御
柱
里
曳
き
、
建
立

御 柱 建 立
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区
の
情
勢
に
つ
い
て

区
長
富
田
隆
仁

第
四
十
号
発
刊
に
当
り
区
の
　
進
行
し
て
お
り
ま
す
。
又
農
業

情
勢
を
報
告
致
し
ま
す
。
　
　
　
用
水
の
牧
ノ
内
堤
も
二
月
末
完

去
る
二
月
二
十
九
日
に
は
萩
　
成
と
な
り
ま
し
た
。
総
事
業
費

山
神
社
式
年
祭
に
て
御
柱
が
順
　
約
八
千
万
円
で
あ
り
、
地
元
負

礼
沢
、
大
丸
山
よ
り
引
き
出
さ
　
担
も
必
要
と
な
り
ま
す
。
築
堤

れ
、
里
曳
き
が
盛
大
に
行
な
わ
　
も
階
段
式
で
あ
り
安
全
を
念
頭

れ
ま
し
た
。
又
平
成
十
年
度
の
　
に
お
き
改
良
さ
れ
ま
し
た
。
将

区
の
予
算
が
二
十
三
日
に
代
議
　
来
親
水
を
柱
と
し
た
町
民
憩
い

員
会
に
於
て
承
認
と
な
り
ま
し
　
の
場
に
な
る
事
も
予
想
さ
れ
ま

た
。
本
年
も
低
金
利
の
影
響
を
　
す
。
又
南
大
島
川
沿
い
の
ふ
る

受
け
緊
縮
の
財
政
運
営
が
基
本
　
里
農
道
に
つ
い
て
は
、
地
主
さ

と
な
り
ま
す
。
区
民
会
館
南
の
　
ん
又
家
屋
の
方
々
と
協
議
の
結

県
単
土
地
改
良
事
業
も
二
月
末
　
果
現
地
測
量
が
始
ま
り
ま
し
た
。

完
成
致
し
ま
し
た
。
皆
様
の
協
　
今
後
結
果
が
出
来
次
第
交
渉
が

力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。
幹
線
道
　
重
ね
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

路
南
大
島
川
よ
り
区
民
会
館
迄
　
　
健
康
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

素
晴
ら
し
い
道
路
と
な
り
ま
し
　
調
査
委
員
皆
様
の
御
努
力
に
よ

た
。
区
内
基
幹
道
路
で
あ
り
将
　
り
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
書

来
発
展
の
元
と
な
り
ま
し
ょ
う
。
　
を
町

へ
提
出
、
早
期
着
工
を
陳

下
市
田
区
分
間
地
図

寄
贈
さ
れ
る

＝
下
市
田
区
＝

調
製
人
　
福
島
県
若
松
町

林
　
　
太
郎
氏

調
製
年
　
明
治
二
十
年
九
月

規
　
模
　
新
聞
全
紙
大
の
も
の

八
十
余
枚

寄
贈
者
　
下
市
田
塩
沢
徳
雄
さ
ん

こ
の
地
図
は
明
治
中
期
の
ト

市
田
全
区
の
耕
地
等
の
様
子
を

知
る
こ
と

の
で
き
る
非
常

に
貴

重
な
も

の
で
、
寄
贈
さ
れ
た
塩

沢
さ
ん
は

「
宝

の
持
ち
腐
れ
に

な
ら
な
い
よ
う
に
」
と
言
う
こ

と

で
、
下
市
田
史
談
会
を
通
し

て
こ
の
度
区

の
方

へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

区

で
は
大
切

に
保
存

で
き
る

よ
う
に
、
史
談
会

に
表
装
す
る

よ
う
依
頼
し
、
公
開
し
た
い
と

思

っ
て
い
ま
す
。

文
責
　
下
市
田
史
談
会

会
長

手

塚

友

逸

又
河
原
地
区
の
用
排

水
工
事
も
役
員
皆
様

の
お
骨
折
り
に
よ
り

情
致
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
本

年
度
の
予
算
の
中
に
調
査
研
究

費
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
第
四

次
振
興
計
画
も
具
体
化
さ
れ
て

参
り
ま
す
。
区
民
会
館
前
の
広

場
も
本
年
か
ら
萩
の
里
ま

つ
り

の
会
場
と
し
て
利
用
し
て
参
り

ま
す
。
区
民
皆
様
の

一
層
の
御

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
し
い
課
題
と
し
て
新
年
度

の
常
会
長

・
委
員
合
同
会
議
に

下
市
田
区
役
員
の
任
期
に
つ
い

て
、
今
迄
十
二
月
末
を
切
替
え

任
期
と
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

代
議
員
会
に
計
り
二
月
末
を
切

替
え
と
す
る
様
提
案
致
し
ま
し

た
。
現
在
の
委
員

・
常
会
長
の

皆
様
に
平
成
十

一
年
二
月
迄
の

御
骨
折
り
を
願
う
前
提
で
提
案

致
し
ま
し
た
。
研
究
を
頂
き
六

月
頃
迄
に
結
論
を
出
す
様
に
し

た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
御
判
断
を
頂
け
る
様
お

願
い
し
ま
す
。
　
　
　
以
上

＼

委
員
会
活
動
報
告

未

委
員
長

上

沼

俊

彦

御
柱
の
由
来
を
本
元
で
あ
る

諏
訪
大
社
に
求
め
る
と
、
平
安

朝
初
期
桓
武
天
皇
の
御
代
か
ら
、

す
が
、
ま
だ
ま
だ
区
内
の
道
路

も
整
備
さ
れ
た
と
は
言
え
、
他

地
区
に
比
べ
遅
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
関
係
皆
様
の
協
力

を
賜
り
地
区
計
画
に
基
づ
く
計

画
工
事
が
実
施
完
了
出
来
る
様
、

任
期
中
私
達
も

一
生
懸
命
努
力

し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
区
民
皆
様
方
の
御
理
解

御
協
力
を
御
願
い
申
し
上
げ
、

委
員
会
報
告
と
致
し
ま
す
。

信
濃
国
の
総
力
を
挙
げ
て
、
寅

申
の
年
を
式
年
と
し
て
、
社
殿

の
建
替
と
其
の
四
隅
に
御
柱
を

曳
建
て
、
奉
任
し
た
も
の
で
、

室
町
初
期
に
書
か
れ
た
、
諏
訪

大
明
神
絵
詞
に
よ
る
と

「
寅
申

の
干
支
に
当
社
造
営
あ
り
、　
一

国
の
貢
税
永
代
の
課
役
、
桓
武

の
御
命
に
始
ま
れ
り
」
と
あ
り
、

今
か
ら
千
二
百
年
程
前
か
ら
信

濃

一
国
中
の
税
金
と
労
役
で
永

代
に
亘

っ
て
、
こ
れ
を
行
う
よ

う
命
ぜ
ら
れ
た
の
が
、
今
日
ま

で
続
い
て
、
古
代
の
儘
伝
承
さ

れ
て
居
る
の
で
あ
る
。

当
下
市
田
古
瀬
に
鎮
座
す
る

本
殿
は
歴
史
も
古
く
、
松
岡
氏

の
始
祖
平
六
郎
貞
則
よ
り
数
え

て
百
二
十
年
程
後
の
、
第
四
代

領
主
帯
刀
が
、
武
人
の
崇
敬
が

極
め
て
篤
い
と
さ
れ
た
、
諏
訪

明
神
を
自
領
地
内
に
勧
請
、
武

運
長
久
、
領
内
平
安
を
祈
願
し

た
と
記
録
さ
れ
て
居
る
。
従

っ

て
勧
進
祭
祀
さ
れ
た
寿
永
年
代

か
ら
、
諏
訪
の
本
社
に
習

っ
て

式
年
御
柱
が
大
祭
と
し
て
、
古

式
の
儘
で
続
い
て
伝
承
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
古
代
の
人
の

山
の
大
木
を
神
離
と
し
て
、
信

仰
し
た
の
が
、
御
柱
祭
事
の
原

形
と
な

っ
た
と
思
考
さ
れ
る
。
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委
員
会
事
業
に
つ
き
ま
し
て
　
が
完
了
し
見
違
え
る
道
路
に
生

は
、
区
民
皆
様
方
に
は
大
変
御

世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

私
達
は
、
地
区
計
画
に
出
さ

れ
た
工
事
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。
今
年
度
事
業
も
、

関
係
皆
様
方
の
御
協
力
で
当
初

計
画
が
全
て
完
了
致
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
今
年
度
の
事
業
経

過
を
報
告
致
し
ま
す
。

道
路
改
良
で
は
、
社
護
地
線
、

参
道
線
、
間
ケ
沢
線
、
中
谷
線
、

塚
踏
切
線
、
坂
牧
線
、
大
丸
山

線
で
拡
幅
改
良
さ
れ
素
晴
ら
し

い
道
路
の
完
成
を
見
ま
し
た
。

道
路
維
持
で
は
、
牛
牧
通
学

路
、
進
栄
北
、
福
島
医
院
南
、

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

舗
装
で
は
、
改
良
さ
れ
た

参
道
線
他
三
路
線
で
全
面
舗

装
が
さ
れ
、
未
舗
装
の
新
井

線
～
通
学
路
～
役
場
入
口
～

竹
沢
宅
、
四
区
会
所
裏
で
新

し
く
舗
装
さ
れ
ま
し
た
。

安
全
施
設
で
は
、
唐
沢
川

寺
沢
畳
店
東
、
北
沢
理
勝
宅

南
、
社
護
地
線
、
参
道
線
、

佐
々
木
精
密
南
に
防
護
柵
工

事
が
完
了
し
、
安
心
し
て
通

学
通
行
出
来
る
様
に
な
り
ま

し
た
。
他
に
県
営
土
地
総
に
併
せ

幹
線
道
路
が
今
年
度
で
完
成

新
井
ミ
シ
ン
店
西
側
で
側
溝
整
　
す
る
事
が
出
来
、
又
幹
線
取

．

備
が
さ
れ
、
又

一
号
線
保
育
園
　
付
道
路
も
近
く
完
成
予
定
で

上

で
側
溝

に
グ

レ
ー

チ
ン
グ

の

設
置
工
事

式
年
御
柱
人
茶
に
寄
せ
て

萩
山
神
社
氏
子
総
代
　
田

一月

納
Ｉ
巾

幹 線 道 路
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高森町公民館下市田ぜ館則 四
月
か
ら
、
下
市
田
公
民
館

の
組
織
が
変
わ
り
、
次
の
よ
う

に
な
る
。

下
市
田
区
は
、
下
市
田
分
館

が
下
市
田
支
館
に
、
正
副
分
館

長
が
正
副
支
館
長
に
、
分
館
主

事
が
支
館
主
事
に
な
る
。
各
部

落
は
、
（
一
区
で
例
示
）
下
市
田

一
区
が
下
市
田

一
区
分
館
に
、

分
館
長
を
新
設
し
、
部
落
主
事

が
分
館
主
事
に
な
る
。

高
森
町
公
民
館
で
は
、
従
来

分
館
単
位
で
運
営
や
事
業
を
行
っ

て
き
た
の
で
分
館

規
模
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
が
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
昭
和
五

十
六
年
頃
か
ら
分
館
規
模
の
適
正
化

が
研
究
問
題
と
な
り
、
社
会
教
育
委

員
会

へ
の
諮
問
や
答
申
、
公
民
館
運

営
審
議
会
等
で
の
検
討
が
な
さ
れ
て

き
た
。　
一
方
実
際
運
営
面
で
問
題
点

へ
の
対
応
も
図

っ
て
き
た
が
、
組
織

改
正
に
も
迫
ら
れ
て
い
た
。
下
市
田

公
民
館
で
も
、
こ
の
動
き
と
対
応
し

て
研
究
を
重
ね
、
改
正
に
踏
み
切

っ

た
。
こ
の
改
正
で
運
営
や
事
業
面
で

は
今
ま
で
と
変
わ
る
こ
と
は
な
い
が
、

各
分
館
の
運
営
や
活
動
が
し
や
す
く

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

(名称及び事務所)

第 1条 本館は下市田支館と称し (以下支館という)事務所を下市田区
民会館に置く。

(支館員)

第 2条 本館は、下市田区民をもって支館員とする。
(目  的)
第 3条  この支館は、支館員の文化的教養を高め、産業の興隆と社会福
祉、コミュニティ、健康の増進に寄与することを目的とする。

〈分館の設置)

第 4条  この支館に次の分館をおく。
名  称   略 称    事  務  所
下市田一区分館 下一分館 下市田一区生活改善センター
下市田二区分館 下三分館 下 二 会 館
下市田三区分館 下三分館 力 行 会 館
下市田四区分館 下四分館 下市田四区生活センター
下市田五区分館 下五分館 下 五 会 館
下市田六区分館 下六分館 出砂原地区館

(役 員)
第 5条 支館には次の役員を置く。
(1)支館長 1名  (2)副支館長 1名  (3)支館主事 1名
{4)分館長 6名  {5)分館主事 6名
(6)分館長会長・教養部長・体育部長 。図書部長・視聴覚部長

各 1名

(7)各部副部長 1～ 2名

(8)各部員 若千名 (正副部長を含む部員数は各分館=教養部・

図書部-2名 、体育部-3名 、視聴覚部-1名 、但し200戸以
上の分館は2名 とする。)

(選 出)
第 6条 各支館の役員は次の方法により選出する。
11)支館長・副支館長・支館主事は、各戸 1票 による区民の一般

選挙による。

(2)分館長・分館主事は、各区の選出による。分館長会長は、各

分館長の互選による。

(3)各部員は各区の選出による。各部の正副部長は、各部員の互

選による。

(任 期)
第 7条 支館役員の任期は2カ 年とし、補欠選任者は前任者の残任期間

とする。任期は期間満了の12月 末日とする。

(役員の任務)

第8条 支館役員の任務は次のとおりとする。
{1)支館長は支館を代表し、支館の事業運営のための必要な事項

を行う。

(2)副支館長は支館長を補佐し、支館長事故あるときは職務を代

行する。また支館主事業務の一部を担当する。

(3)支館主事は支館長の命をうけて、会議 。事業執行 。会計等の

事務処理および条件の整備に当たる。

(4)分館長 。分館主事は支館長の命をうけて、部落長と協議の上、

各部落に関わる支館事業の推進に当たる。

(5)部員は、支館長・部長の指示を受けて事業執行に当たる。

(各部の任務)

第 9条 各部の任務は次のとおりとする。
(1)教 養 部―区民生活の向上に資する事業を行ない、文化諸サー

クルの養成を計る。

(支館の会議)

第10条 支館の会議は、運営委員会・分館長主事会・部員会とし、必要
に応じて支館長が招集する。

(会議の任務)

第11条 支館の会議の任務は次のとおりとする。
(1)区代議員会は、支館の予算・決算 。事業計画・報告の審議、

承認、館則の改訂、その他重要な事項の決定。

(2)運営委員会は正副支館長・支館主事・分館長・分館主事・正

副部長・正副代議員会長・部落長で組織し、事業運営について

協議。

(3)分館長主事会は、分館長・分館主事で組織し、事業運営につ

いて協議。

(4)オ ール部員会 ,各部員会は全体または担当する事業の運営遂

行のため協議。

(経 費)
第12条 支館の経費は区の会計から支出、および町その他からの補助金
をこれにあてるものとする。

(会計監査)

第13条  支館の会計監査は区の監査委員により実施を受けるものとする。
(会計年度)

第14条 支館の会計年度は毎年 4月 1日 から始まり、翌年 3月 31日 に終
わるものとする。

(館則の改訂)

第15条 本館則の改訂は区代議員会に付し承認を得るものとする。
附   則

平成10年 3月 7日 一部改訂。

平成10年 4月 1日 から施行する。

(付則等の一部省略)

・つ
　
ｏ
″何

行

う

を

を

行

業

業

を

事

事

導

る

る

指

す

す

発

関

関

啓

に

に

る

育

上

よ

教

向

に

覚

育

書

聴

体

図

視

一
　

一
　

一

部

部

部

育
書
嘘

体

図

視

区
厚
生
委
員
会
が

環
境
衛
生
委
員
会
に

酒

井

安

雄

当
委
員
会
名
の

「厚
生
委
員

会
」
は
、
厚
生
部
が
体
育
部
的

な
感
じ
が
す
る
よ
う
に
、
体
育

関
係
の
委
員
会
と
混
同
じ
や
す

い
の
で
、
「
環
境
衛
生
委
員
会
」

と
改
名
し
た
の
で
ご
報
告
致
し

ま
す
。
委
員
会
の
事
業
は
、
町
の
年

間
行
事
計
画
に
基
づ
い
て
行

っ

て
い
ま
す
。
春
先
に
有
害
物
質

収
集

（電
池
等
）
、　
一
般
廃
棄

物
、
粗
大
ゴ
ミ
収
集
等
が
主
な

事
業
で
す
。　
一
般
廃
棄
物
は
二

ヶ
月
に

一
回
収
集
し
ま
す
。

年
々
ゴ
ミ
の
量
が
増
大
し
て

い
ま
す
。
分
別
等
出
し
方
の
決

ま
り
、
出
荷
時
間
を
守

っ
て
く

だ
さ
い
。
清
潔
検
査
は
マ
ン
ネ

リ
化
し
不
在
の
家
、
施
錠
し
た

家
が
多
く
、
検
査
用
紙
を
ポ
ス

ト
に
入
れ
て
来
る
だ
け
で
は
意

味
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
巡

回
を
や
め
て
い
ま
す
。

年
々
深
刻
化
す
る
環
境
破
壊

や
ゴ
ミ
問
題
、
中
小
焼
却
炉
か

ら
発
生
が
予
想
さ
れ
る
有
毒
ガ

ス
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
等
の
対
策
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
ゴ
ミ
は
リ

サ
イ
ク
ル
化
の
推
進
を
進
め
、

ゴ
ミ
を
減
量
化
し
、
地
球
に
や

さ
し
い
環
境
対
策
を
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

濡
怖
日
が
実
龍
■

〓
区
が

，
瀧
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民
生
児
童
委
員

｛呂

”梓

二
月
六
日
、
第
九
回
萩
の
里

ふ
れ
あ
い
広
場
が
、
招
待
者
三

百
数
十
名
ご
参
集
の
も
と
、
や

す
ら
ぎ
荘
に
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。お
招
き
し
た
方
は
、
き
び
し

い
時
代
を
、
運
し
く
生
き
抜
か

れ
、
ご
苦
労
を
な
さ
れ
た
、
八

十
歳
以
上
の
お
年
寄
り
、
七
十

マ

■
ミ
ヽ
　
五
歳
以
上
、
お
二
人

．　
ぜ
　
　
　
で
十
Ｘ
え
〈
口
っ
て
古
薔
ら

し
て
お
ら
れ
る
、
二
人
暮
ら
し

の
方
、
お

一
人
で
頑
張

っ
て
お

ら
れ
る

一
人
暮
ら
し
の
方
、
体

に
重
い
障
害
を
持
ち
な
が
ら
も
、

明
る
く
生
き
て
お
ら
れ
る
方
、

ご
病
人
の
介
護
に
、
ご
苦
労
な

さ
れ
て
い
る
方
々
で
す
。

前
日
が
冷
た
い
雨
の
降
る
寒

い
日
で
し
た
の
で
、
天
候
を
心

配
し
ま
し
た

が
、
当

日
は

穏
や
か
な
晴

天
に
恵
ま
れ
、

皆
さ
ん
の
お

顔
も
は
れ
ば

れ
と
、
集
ま
っ

て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
十
時
、
開

会
式

に
続

い

て
、
可
愛
ら

一́
し
い
下
市
田

．　
保
育
園
児
が
、

今
年
は
ヨ
チ

ヨ
チ
歩
き
の

．
未
満
児
も
加

わ

っ
て
入
場

し
、
大
拍
手

で
迎
え
ま
し

昼
食
は
、
実
行
委
員
が
真
心

一
ま
し
た
。
朝
カ
ー
テ
ン
を
開
け

た
。　
一
生
懸
命

に
う
た
や
、
お

一

ど
り
、
獅
子
舞
な
ど
披
露
し
て

く
れ
て
参
加
者
も
大
よ
ろ
こ
び

で
し
た
。

今
の
世
相
を
考
え
る
と
き
、

未
来
を
託
す
こ
の
子
供
さ
ん
達

が
、
心
身
共
に
健
康
で
、
真
直

ぐ
に
育

っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

願
う
気
持
ち
は
、
皆
さ
ん
同
じ

だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
め
て
の
手
料
理
の
炊
き
込
み

ご
は
ん
な
ど
を
、
楽
し
く
語
ら

い
な
が
ら
頂
戴
し
て
、
皆
さ
ん

お
い
し
か

っ
た
、
お
い
し
か

っ

た
と
、
満
足
し
て
お
ら
れ
ま
し

た
。午
後
は
、
地
域
の
方
達
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る

大
正
琴
、
お
ど
り
、
民
謡
、
尺

八
な
ど
の
余
興
が
あ
り
、
楽
し

く
、
く

つ
ろ
い
だ
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
、
春
を
告
げ
る
卓
餅

で
三
時
の
お
茶
を
飲
み
、
無
事

に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
元
気
に
集
い
合
え

た
こ
と
を
共
に
よ
ろ
こ
ば
れ
、

「
ま
た
来
年
も
」
を
合
言
葉
に
、

笑
顔
で
帰
途
に
つ
か
れ
ま
し
た
。

お

一
人
お

一
人
、
多
少
の
困

難
が
あ

っ
て
も
、
頑
張

っ
て
生

き
て
お
ら
れ
る
お
姿
に
接
し
、

私
自
身
、
励
ま
さ
れ
、
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た

一
日
で
し
た
。

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
に

参
加
し
て

小

林

　

恵

第
九
回
萩
の
里
ふ
れ
あ
い
広

場
が
、
二
月
六
日
や
す
ら
ぎ
荘

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
五
日
の

午
後
は
雨
降
り
で
京
浜
地
方
は

雪
降
り
で
し
た
の
で
、
明
日
は

白

一
色
だ
ろ
う
と
、
床
に
入
り

た
ら
雪
も
な
く
春
の
日
和
と
な

り
喜
ん
で
近
所
の
皆
さ
ん
と
迎

え
の
車
に
乗
り
ま
し
た
。

会
場
の
二
階
に
上
り
見
回
す

と
、　
一
二
０
人
余
り
の
招
待
者

で
準
備
を
さ
れ
た
席
も
込
ん
で

い
ま
し
た
。
主
催
と
来
賓
の
挨

拶
が
あ
り
、
早
速
お
茶
と
菓
子

を
頂
き
な
が
ら
下
市
田
保
育
園

児
の
歌
や
踊
り
、
獅
子
舞
を
見

せ
て
頂
き
、
感
動
し
て
目
頭
が

熱
く
な
り
ま
し
た
。
園
児
と
向

い
合

っ
て
昼
食
を
し
な
が
ら
家

庭
生
活
や
友
達
の
こ
と
、
遊
び

の
話
で
楽
し
み
ま
し
た
。

午
後
は
各
地
区
の
大
正
琴
、

民
踊
、
民
謡
と
大

へ
ん
見
事
な

演
技
で
時
を
忘
れ
る
一
日
で
上
た
。

こ
の
広
場
の
開
催
は
町
の
福

祉
協
議
会
と
下
市
田
区
実
行
委

員
の
皆
様
が
格
別
な
御
骨
折
り

下
さ
っ
た
賜
と
心
か
ら
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
区
に
は
昨
年
よ
り
立
派

な
会
館
が
出
来
て
お
り
ま
す
の

で
、
種
々
御
都
合
が
あ
る
事
と

推
察
致
し
ま
す
が
、
出
来
得
る

こ
と
な
ら
近
い
場
所
で
開
催
し

て
頂
く
と
参
加
者
が
増
加
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場
に

参
加
し
て

下
井
ト
モ
江

天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が

晴
天
に
恵
ま
れ
、
お
迎
え
の
車

で
や
す
ら
ぎ
荘

へ
向
い
ま
し
た
。

懐
か
し
い
方
々
に
お
目
に
か
か

れ
て
お
互
い
に
肩
を
た
た
き
、

出
席
し
て
よ
か

っ
た
と
喜
び
あ

い
ま
し
た
。
実
行
委
員
の
方
、

町
長
さ
ん
や
役
員
の
方
の
挨
拶

で
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
暖
か

い
ね
ぎ
ら
い
と
励
ま
し
の
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。
下
市

田
保
育
園
児
の
皆
さ
ん

が
祭
り
の
法
被
を
着
た

り
自
分
で
作

っ
た
獅
子

頭
を
持
ち
、
そ
れ
ぞ
れ

の
年
齢
に
よ

っ
て
先
生

の
指
導
の
元
に
歌
や
踊

り
を
元
気
よ
く
披
露
し

て
下
さ
り
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
歌

″Ｗ
Ａ
に
な

っ

て
踊
ろ
う
″
を
踊

っ
て

く
れ
楽
し
く
見
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
遠
く

に
居
る
曽
孫
に
思
い
が

行
き

一
層
可
愛
く
見
え

ま
し
た
。
心
づ
く
し
の

お
昼
は
園
児
と
面
］キ
ス
ロ
っ

て
頂
き
始
め
、
魚
よ
り
肉
が
い

い
と
言

っ
て
い
た
子
も
、
先
生

の

「残
さ
な
い
よ
う
に
食
べ
な

さ
い
。
」

の

一
言

で
残
さ
ず
食

べ
感
心
し
ま
し
た
。
家
に
は
丁

度
園
児
の
年
頃
の
子
供
が
居
な

い
の
で
、
話
し
乍
ら
楽
し
く
食

事
が
出
来
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
皆
々
様
の
上
手
な
大

正
琴
や
民
踊
を
見
せ
て
頂
き
楽

し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

高
齢
九
十
歳
以
上
の
方
々
か

ら
幼
児
迄
、　
一
つ
の
会
場
に
集

ま
り
親
睦
が
出
来
ま
し
た
こ
と

は
、
実
行
委
員
、
役
員
の
皆
様

の
お
骨
折
り
が
あ

っ
て
こ
そ
と

感
謝
し
、
楽
し
く
過
ご
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
事
を
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

Ｊ
目
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轟
春
祭
り
　
　
一一

器

盛
大
に
開
催

器

萩
山
神
社
春
祭
り
が
、
去
る

二
月
二
十
八
日
Ｏ

ｏ
二
十
九
日

０
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

両
日
と
も
麗
ら
か
な
晴
天

に

恵
ま
れ
こ
の
上
な
い
祭
り
日
和

と
な
り
ま
し
た
。大
勢

の
氏
子
の

皆
さ
ん
が
見
守
る

中
、
勇
壮

に
御
柱

が
建

て
ら
れ
、
続

い
て
、
厳
か
な
雅

楽

の
調

べ
に
の

っ

て
、
優
雅

に
、
浦

安

の
舞
が
奉
納
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
人

の
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
心

の
奥
底
を
揺
る
が

せ
る
佳
き
祭
り
で

あ
り
ま
し
た
。

一
区

澤

　

良

美

軽
い
気
持
ち
で
お
受
け
し
た

舞
姫
で
す
が
、
実
は
二
度
目
の

体
験
に
な
り
ま
し
た
。　
一
度
目

は
二
百
年
大
祭
、
今
回
七
年
に

一
度
の
御
柱
と
い
う
特
別
な
年

に
参
加
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。　
一
度
で
も
貴
重
だ

と
い
う
の
に
、
二
度
も
体
験
で

き
た
私
は
、
と
て
も
い
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

二
区
　
塩
沢
真
由
美

今
、
浦
安
の
舞
を
終
え
て
ほ
っ

と
し
て
い
ま
す
。
数
少
な
い
練

習
の
中
で
あ
の
舞
を
覚
え
る
こ

と
は
、
簡
単
そ
う
で
難
し
い
こ

と
で
し
た
。

誰
で
も
で
き
る
こ
と
じ
ゃ
な

い
の
で
い
い
体
験
が
で
き
て
良

か

っ
た
で
す
。

次
は
あ
な
た
の
番
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
…
。

Ａ
一菅

一，

三
区

酒

井

真

紀

二
十
九
日
の
御
柱
の
お
祭
り

で
、
私
は
浦
安
の
舞
の
舞
姫
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

初
め
て
の
こ
と
な
の
で
、
上
手

く
で
き
る
か
心
配
で
し
た
。
し

か
し
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
も
と
、

こ
の
大
役
を
は
た
す
こ
と
が
で

き
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

四
区

小

島

幸

恵

浦
安
の
舞
を

一
度
も
見
た
こ

と
が
な
か

っ
た
た
め
ど
の
様
な

も
の
か
全
然
分
か
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
練
習
が
始
ま
り
、
こ
れ

ほ
ど
難
し
い
の
か
と
実
感
し
ま

し
た
。
本
番
、
頭
の
中
が
真

っ

白
に
な
り
ま
し
た
。
終
わ

っ
て

み
る
と
貴
重
な
経
験
を
し
た
の

だ
と
思
い
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

五
区
　
峯

平

里

香

私
は
、
五
区
の
代
表
と
し
て

「
浦
安
の
舞
」

の
舞
姫
に
選
ば

れ
ま
し
た
。
と
て
も
貴
重
な
体

験
で
あ
り
、
ま
た
光
栄
な
事
だ

と
思
い
ま
し
た
。
当
日
も
、
い

ろ
い
ろ
な
面
で
不
安
も
あ
り
、

緊
張
し
て
ば
か
り
で
し
た
が
無

事
に
舞
を
奉
納
す
る
事
が
で
き

ま
し
た
。
本
当
に
、
良
い
経
験

と
な
り
ま
し
た
。

六
区
　
佐
藤
江
利
子

浦
安
の
舞
を
実
際
に
見
た
こ

と
が
な
か

っ
た
の
で
不
安
も
あ

り
ま
し
た
が
、
無
事
終
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
地
元
の
伝

統
行
事
に
直
接
関
わ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
大
変
う
れ
し
く

思
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
は
御

柱
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
幸
運

が
重
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

2   E区 :

塩沢真由美 さん

4 区
小 島 幸 恵 さん

6 区
佐藤江利子 さん

1 区
澤  良 美 さん

整 、
ォ

11

3   区

酒 井 真 紀 さん

5   1】【:

峯 平 里 香 さん

6月 7日 区民会館 (参加自由)
下市田公民館主催

『軽スポーツ・健康教室』開催予定

子供さんお年寄り、性別に関係なく気軽

に体験 して下さい。

軽スポーツを専門の指導者の元で楽 しく

体験 して下さい。

(詳細は後日広報宣伝します。)

運動不足解消をノノ

ゝやづ| Cゝft丸し
ヽ

ドッジボール大会結果
2月 1日 町民体育館で行なわれた結果は次のと

おりでした。ごくろうさまでした。

男子の部 優勝 4区 女子の部 優勝 5区
2位 3区      2位 4区

3位 5区      3位 6区
4位 6区      4位 3区
5位 2区      5位 2区
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奉
仕
活
動
の
紹
介
　
　
一グ嘲朧
絆麟

三
区
分
館
長

上

沼

義

人

）・」
鶴

夢

藤
一嚇

・一

三
区
の
年
間
事
業
計
画
に
、
　

区
民
全
戸
が
当
番
で
当
り
、
よ

環
境
創
り
、
人
創
り
、
地
域
作
　
り
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ
道
行

り
の
項
目
が
掲
げ
て
あ
り
ま
す
。
　
く
人
の
心
を
和
ま
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
中
の
幾

つ
か
を
紹
介
し
ま
　
又
会
館
の
清
掃
も
同
様
、
い
つ

す
。一
つ
に
、
花

壇
の
手
入
れ
と

力
行
会
館
の
清

掃
で
す
。
既
に

ご
存
じ
の
よ
う

に
国
道
と
軌
道

と
の
間
に
下
市

田
駅
よ
り
南

ヘ

も
き
れ
い
な
状
態
で
使
用
出
来

る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

二
つ
目
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
萩
の
会
」
の
活
躍
で
す
。
町
、

区

へ
の
奉
仕
は
も
と
よ
り
、
三

区
内
で
は
年
二
回
お
年
寄
り
を

招
待
し
、
自
分
達
で
持
ち
寄

っ

た
材
料
で
ご
馳
走
を
作
り
、
春

に
は
唄
と
踊
り
、
秋
に
は
下
市

田
保
育
園

の
年
長
さ
ん
を
お
願

い
し
唄
と
遊
戯

で
も
て
な
し
、

共

に
会
食
を
し
な
が
ら
楽
し
い

一
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
努
力
し

て
頂
い
て
い
ま
す
。

三

つ
目
に
は
、
参
青
会
の
活

動
で
す
。
こ
の
会
は
三
区
内
の

若
者
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も

に
会
員
相
互
の
連
帯
及
び
活
動

を
通
じ
て
、
力
行
会
の
発
展
に

寄
与
す
る
を
目
的
と
し
て
い
る

会
で
す
の
で
、　
コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ

行
事
は
も
と
よ
り
各
事
業
に
も

参
加
活
躍
さ
れ
、
大
変
あ
り
が

た
い
存
在
で
す
。
唯
こ
こ
に
き

て
会
員
の
減
少
が
気
掛
り
で
す
。

一
人
で
も
多
く
の
若
者
に
こ
の

会
に
入
っ
て
頂
き
、
大
き
く
な
っ

た
三
区
の
輪
を

一
層
強
く
結
び

つ
け
る
よ
う
共
に
努
力
し
て
行

き
た
い
も
の
で
す
。

俺

ら
が
部

落

四
区
分
館
長
　
募偶

無
ｗ
単
（

一

て
い
ま
す
。
今
年
は
町
政
四
十

周
年
と
の
事
で
、
故
郷
ミ

ュ
ー

ジ
カ
ル
が
行
な
わ
れ
飯
田
城
主

家
臣
と
し
て
出
演
依
頼
が
あ
り
、

漸
進
会
よ
り
五
名
参
加
し
て
居

ま
す
。
こ
れ
も
松
岡
城
と
の
因

縁
か
と
思
い
協
力

し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
又
町
よ
り

の
祝
金
の
使
途
に

つ
い
て
協
議
の
結

果
、
部
落
を
天
然

記
念
物
の
ハ
ナ
ノ

木
で
飾
ろ
う
。
と

云
う
提
案
が
有
り

早
速
山
本
の
ハ
ナ

ノ
木
友
の
会
に
お

願
い
し
正
副
部
落

長
、
常
会
長
と
で
掘
抜
に
行
き
、

各
戸

へ
一
本
ず

つ
植
樹
し
ま
し

た
。
雌
雄
あ

っ
て
芽
吹
紅
葉
が

実
に
美
し
い
と
の
事
、
四
区
の

将
来
と
共
に
ハ
ナ
ノ
木
の
彩
り

が
楽
し
み
で
す
。

四
区
の
北
端
は
間
ケ
沢
川
よ

り
竜
西
線
に
沿

っ
て
南
大
島
川

迄
と
、
西
は
里
山
を
挟
ん
で
上

段
の
新
井
地
籍
迄
、
同
じ
部
落

で
あ
り
な
が
ら
飛
地
の
あ
る
部

落
で
す
。
戸
数
も
下
市
田
で
最

も
少
な
い
。
そ
れ
で
も
最
近
少

し
増
え
も
う
少
し
で
百
を
数
え

る
迄
に
な
り
ま
し
た
。
旧
会
所

が
五
十
五
年
に
改
築
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
、
其
の
後
又
増
築
、
部
落
の

要
と
し
て
フ
ル
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
新
井
地
区
の
高
台
に

は
松
岡
城
址
が
張
り
出
し
、
天

竜
川
を
中
心
と
し
た
伊
那
谷
、

伊
那
山
脈
、
南
ア
ル
プ
ス
の
山

並
を

一
望
す
る
事
が
出
来
、
公

園
も
整
備
さ
れ

つ
つ
あ
り
、
遊

歩
道
も
楽
し
め
ま
す
。
少
数
な

る
が
故
に
ま
と
ま
り
が
良
く
、

区
の
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
で
は

二
年
連
続
優
勝
と
云
う
快
挙
。

又
学
校
週
体
二
日
制
の
対
処
と

し
て
、
本
村
先
生
を
中
心
に
良

き
協
力
者
を
得
て
高
学
年
も
低

学
年
も

一
緒
に
遊
び
又
遊
び
の

中
で
学
ぶ
取
り
組
み
も
な
さ
れ

県天然記念物秋のハナノキ

平成10年度 下市田公民館年間事業計画 平成10年度 各部落コミュニティ事業年間計画

体  育  部 教 養 部 。視聴 覚 部 体 育 事 業 そ の 他 事 業

月日 曜 行事名・ 内容 月日 曜 行事名・ 内容 部 落 月日 曜 行事名・内容 月日 曜 行事名・ 内容

6/70

7/12(日 )

8/16(日 )

10/18(日 )

平成11年

2/14(日 )

下市田区健康の集い

(区民会館 )

町スポーツ大会

町盆野球大会

(小中グランド)

グランドゴルフ等

スポーツ大会

(区民広場)

町スポーツ大会

3/280
29(日 )

5/230
6/200
7/250

9/26(」

10/170
18(日 )

郷土芸能発表会

(御柱祭り)

(ビデオ撮影・編集 )

教養講座 (講習会)

地元出身町議との懇談会

萩の里祭り

(下市田区民広場 )

・ 盆踊り
。お楽しみコーナー 他

区のカラオケ大会

文化祭り・敬老会

・ クラブ発表

・ 作品展

一　

区

4/12(日 )

10/11(日 )

スポーツ大会 (町民 グランド)

(グ ランドゴルフ)
1区小運動会 (町民 グランド)

7/40
10/'1(日 )

ふれあい広場 (中央公園 )

芸能発表会・ 交歓交流会
(下市田区民会館)

二
　

区

6/14(日 )

11/3ω
グランドゴルフ大会

(旧農試あと)
ふれあい運動会
(下二会館多目的広場)(駐車場)

7/

9/

第 7回下市田 2区納涼祭
(下二会館多目的広場)(駐車場 )
生涯学習 (下市田 2区 )

(小中学校 PTA・ 育成会)
三

区
10/100 3区 ミニ運動会

(南小グランド又は下市田保育園)

4/29困 マレットゴルフとお楽しみ演芸会
下市田区民会館 )(区民広場 。

四

区

7/5(日 ) 部落ふれあい広場 (生活センターに
落の老若男女が集い常会毎に催し物
趣向を疑らして行なう。カラオケ・漸.

会によるビール他販売コーナー等)

部
に

進

五

区

9/60 スポーツ大会
(南小体育館・ グランド)
。グランドゴルフ・ ソフトパレー

・綱引き (雨天のとき)

10/5(口 ) アパート及び独立世帯との交流会
(5区 会所)日頃独立世帯の方達及びア
パート住まいの方々との交流がないので

交流の機会を設け懇談する。

図
　
書
　
部

1.図書の貸 し出し。̈¨̈ ……・ 下市田区民会館図書室
・ 定期日 毎月15日 (但 し8月 は10日 )
。時 間  5～ 9月 PM 8:00～ 9100

10～ 4月 PM7:30～8:30
・ 定期日以外の日 (部員不在)備 え付けのノー トに記入 して

利用できる。

2 図書の購入・…………¨̈ ・̈・ 6月
3.新図書の展示 …………… 。文化祭りの当日
4 図書の修復及び整理・…¨。随時

六

　

　

　

区

5/100 常会対抗グランドゴルフ大会
(出砂原運動広場)

10/100

8/2(日 )

150
16(日 )

18(ハ

18ω

納涼祭 (お祭り広場 )
1

1盆
踊り大会 (お祭り広場)

灯籠流 し・煙火大会
(出砂原地域・ 天竜川原)

小中学生ふれあい

(生涯学習補助事業)(場所。未定 )
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儀
市在住)

先
日
の
長
野
オ

リ
ン
ピ

ッ
ク
で
大

島
山

の
獅
子
舞
が

リノ一鍬疇轍融軽動げ↓一

便
ゴ
＜
て
来
る
萩
山
神
社

⑩
咄
爆刻鑑
岬智

卸
″
　
　
　
見
入

っ
て
い
ま
し

静
い　
　
　
た
。
幼
い
日
や
っ

た
獅
子
曳
き
の
事

も
懐
か
し
く
蘇

っ
て
き
ま
し
た
。

団
魂
の
世
代
に
育
ち
、
高
度

成
長
期
の
真

っ
只
中
Ｎ
Ｅ
Ｃ
に

入
社
し
、

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
関
連

機
器
の
開
発

・
生
産
に
携

っ
て

参
り
ま
し
た
。
思
え
ば
こ
の
間

の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
技
術
の
変
遷

は
目
覚
し
く
、
夢
中
で
頑
張

っ

て
き
ま
し
た
。
当
時
と
比
べ
、

今
の
パ
ソ
コ
ン
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
時
代
を
考
え
る
時
、
隔
世

の
感
が
あ
り
ま
す
。
今
年
知
命

た
が
、
こ
れ
を
人
生
の
節
目
と

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
暫
く
は
こ

の
仕
事
を
通
じ
、
微
力
な
が
ら

情
報
処
理
分
野
の
発
展
に
尽
く

す
べ
く
、
努
め
て
参
り
た
い
と

思

っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
八
王
子
に
住
し
、
最
近

の
二
年
は
甲
府
に
単
身
赴
任
の

生
活
で
す
。
故
郷
が
近
く
な
り

い
つ
で
も
帰
れ
る
と
い
う
思
い

は
あ
り
ま
す
が
、
拘
束
さ
れ
る

事
が
多
く
、
な
か
な
か
思
う
に

任
せ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
中
で
も

時
折
帰
省
し
た
時
は
、
南
小
学

校
校
庭
の
南
端
に
行
き
ま
す
。

山
並
み
と
天
竜
の
流
れ
を
背
景

に
眼
下
に
広
が
る
下
市
田
の
パ

ノ
ラ
マ
は
、
美
し
い
故
郷
の
移

り
変
わ
り
へ
の
感
慨
と
、
日
頃

の
忙
殺
か
ら
開
放
さ
れ
た
心
の

や
す
ら
ぎ
を
与
え
て
く
れ
、
し

ば
し
時
の
経
つ
の
を
忘
れ
ま
す
。

こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
、
故
郷
が

心
の
支
え
と
な

っ
て
い
る
の
だ

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
生
家
は
弟
夫
婦
が
継
ぎ
、

両
親
も
健
在
で
野
菜
作
り
に
精

を
出
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
先
、
故
郷
の
皆
様
と
心
の
触

れ
合
い
が
出
来
る
日
も
あ
る
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

（北
沢
義
美
さ
ん
の
御
子
息
）

海
を
初
め
て
見
た
の
が
今
か

ら
五
十
年
前
、
昭
和
二
十
二
年

六
月
の
小
学
六
年
の
修
学
旅
行

で
す
。
三
河
湾
に
注
ぐ
豊
川
河

回
の
前
芝
海

岸

で
、
そ
の

印
象
は
水
平

線
が
見
え
た

こ
と
と
、
水

が
塩
辛
か

っ

た
こ
と
を
今

で
も
鮮
明
に

記
憶
し
て
い

ま
す
。
潮
干

狩
り
で
は
ア

サ
リ
や

ハ
マ

で
海
を
見
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、

ク
ラ
ス
の
中
で

一
割
に
満
た
な

い
少
数
で
し
た
。
伊
那
谷
か
ら

出
る
こ
と
が
殆
ど
無
か

っ
た
時

代
で
し
た
。

二
回
日
の
海
は
昭
和
二
十
六

年
の
中
学
三
年
の
修
学
旅
行
で

す
。
江
ノ
島
、
鎌
倉
の
相
模
湾

に
出
会
い
、
外
海
は
波
が
大
き

く
荒
々
し
く
、
横
浜
港
で
は
静

か
で
穏
や
か
な
東
京
湾
の
内
海

で
し
た
。

遠
か

っ
た
海
も
昭
和
三
十

一

年
に
鎌
倉

へ
来
て
以
来
、
最
も

身
近
な
と
こ
ろ
と
な

っ
て
い
ま

す
。
そ
の
後
、
博
物
館
に
勤
め

遠かった海が身近に
故郷が遠くヘ
2区出身 松 島 義 章

(横浜市在住 )

Ｑ』為
属ぼ
ほ

‐
′
′
　
の

歳
に
な
り
ま
し

グ
リ
を
採

っ
て
感

激

で
し
た
。

当
時

の
小
学
生

員
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
と
、

春
は
九
州
の
海
、
夏
は
北
海
道

の
海

へ
と
日
本
列
島
を
南
か
ら

北

へ
と
出
か
け
、
い
ろ
い
ろ
な

場
所
で
さ
ま
ざ
ま
な
表
情
に
接

し
感
動
し
ま
す
が
、
前
芝
海
岸

で
の
最
初
に
実
感
し
た
水
平
線

は
、
山
脈
に
囲
ま
れ
た
伊
那
谷

育
ち
に
と

っ
て
強
烈
な
印
象
と

な

っ
て
残

っ
て
い
ま
す
。

鎌
倉
で
の
歳
月

が
長
く
な

っ
た
現

在
、
市
田
へ
は
年

に

一
回
程
度
し
か

帰
省
す
る
こ
と
が

な
く
、
年
の
暮
れ

に
な

っ
て
店
頭
に

並
ぶ
市
田
柿
が
、

故
郷
の
こ
と
を
思

い
出
さ
せ
ま
す
。
鎌
倉
で
は
見

る
こ
と
が
で
き
な
い
、
秋
の
澄

み
切

っ
た
高
い
空
や
天
竜
川
の

濃
い
霧
、
真
冬
の
降
る
よ
う
な

満
天
の
星
空
で
す
。
実
家
の
裏

を
国
道
が
通
り
、
都
会
と
同
じ

ネ
オ
ン
の
輝
き
を
み
て
、
そ
の

変
貌
ぶ
り
に
驚
き
、
故
郷
が

一

層
遠
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（松
島
信
幸
さ
ん
の
弟
）

平成 10年度下市田公民館予算書
(平成 10年 4月 1日 ～平成 11年 3月 31日 )

平成10年 3月 23日議決

歳入の部   (単位千円)歳 出の内訳

平成10年度下市田区一般会計予算書
(平成 10年 4月 1日 ～平成 11年 3月 31日 )

平成10年 3月 23日議決

【1.収入の部】         【2.支出の部】  (単 位 千円)

科  目 予算額

1.繰 越 金 170

2.繰 入 金 3,010

3.補 助 金 900

4.雑 収 入

歳 入 合 計 4,081

科  目 予算額

1.公 民 館 費 4,081

歳 出 合 計 4,081

目 予算額

1.総 務 費 1,943

2.教 養 部 1,154

553

4.視 聴 覚 部 278

5.図 書 部 107

46

歳 出 合 計 4,081

区  分 本年度予算額

1.区   費 15,780

2.繰 入 金 1,510

3.町 支 出 金 3,890

4.財 産 収 入 1,680

200

6.消防義務金 2,500

7.諸 収 入 金 1,030

8.前期繰越金 5,300

合   計 31,890

区  分  1本年度予算額

1.総  務 費 1  12,430

2.環境衛生費 1   510
3.林 務 費 870

4.土 木 費 4,560

5.水 利 費 730

6.消 防 費 2,700

7.公 民 館 費 3,010

8.予 備 費 7,080

イ)    計十 31,890

歳出の部

一
　

¨

1

」

5.寄 付 金
|

3.体 育 部

6青 備 費
|

|
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木

片

人

形

二
区

こ
の
ご
ろ
木
材
工
芸
に
興
味

を
持
ち
は
じ
め
た
私
は
、
昨
秋

上
田
市
に
あ
る

″尾
沢
木
彫
美

術
館
〃
を
訪
ね
て
み
た
。
こ
の

美
術
館
は
尾
沢
千
春
氏
が
私
財

を
投
じ
て
建
て
た
も
の
で
、
彼

の
木
彫
作
品
と
農
民
美
術
に
か

か
わ
る
多
く
の
作
品
が
展
示
さ

れ
て
い
る
。
彼
は
自
由
画
教
育

を
提
唱
し
、
農
民
美
術
活
動
を

進
め
た
山
本
鼎
氏
の
意
を

つ
い

で
制
作
活
動
を
続
け
て
い
る
木

彫
界
の
第

一
人
者
で
あ
る
。
出

迎
え
て
く
だ
さ

っ
た
小
柄
で
朴

訥
な
老
人
が
尾
沢
氏
そ
の
人
で

あ

っ
た
。

氏
の
案
内
で
館
内
の
作
品
を

ゆ

っ
く
り
と
鑑
賞
さ

せ
て
も
ら
う
。
ど
れ

も
心
を
打

つ
作
品
ば

か
り
で
あ
る
。
そ
う

し
た
大
作

の
中

に
高

さ
十
セ

ン
チ
ほ
ど
の

小
さ
な
木
片

の
人
形

が
日

に
と
ま
る
。
素

村

松

睦

三

朴
な
彫
り
で
色
彩
も
く
す
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
私
は
そ
こ
で
し

ば
ら
く
足
を
と
め
た
。
こ
れ
が

山
本
氏
が
北
欧
の
旅
で
知
り
、

北
欧
の
地
と
同
じ
厳
し
く
長
い

冬
を
過
ご
す
信
州
の
、
農
民
の

苦
し
い
生
活
の
糧
に
な
ら
な
い

か
と
始
め
た
農
民
美
術
活
動
の

当
時
の
作
品
で
あ
る
。
八
十
年

の
昔
。
窓
の
外
は
今
日
も
雪
、

薪
ス
ト
ー
プ
の
囲
り
で
、
た
だ

ひ
た
す
ら
小
さ
な
木
片
に
刀
を

走
ら
せ
る
農
家
の
若
者
。
彼
等

は
そ
こ
で
何
を
語
り
、
何
を
思
っ

て
こ
れ
ら
の
作
品
を
作

っ
て
い

た
の
で
あ
ろ
う
か
。
し
ば
ら
く

想
い
を
馳
せ
ら
せ
た
。

作
る
・出
来
る
ｏ
授
か
る

四

区

こ
の
ご
ろ
い
ろ
い
ろ
な
場
所

で
の
会
話
の
中
か
ら

「
子
ど
も

を
作
る
」
と
か

「作
ち
た
」
と

い
う
言
葉
が
聞
か
れ
ま
す
。
ひ

と
む
か
し
前
に
は

「
子
ど
も
が

出
来
た
」
と
言

っ
て
い
た
よ
う

に
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
湖
れ
ば
、

「
子
ど
も
が
授
か
っ
た
」
と
言

っ

て
い
ま
し
た
。
（今
で
も
授
か
っ

た
と
言
わ
れ
る
方
も
お
ら
れ
あ

り
が
た
い
）
ど
ち
ら
で
も
意
味

は
同
じ
だ
か
ら
い
い
で
は
な
い

か
。
と
い
わ
れ
れ
ば
そ
れ
ま
で
。

主
人
と
小
四
の
長
男
、
小
二

の
二
男
、
三
男
に
囲
ま
れ
て
、

毎
日
に
ぎ
や
か
に
暮
ら
し
て
い

る

一
主
婦
で
す
。

子
供
が
成
長
す
る
毎
に
手
が

か
か
ら
な
く
な
り
、
か
え

っ
て

休
み
の
日
に
は
、
洗
い
物

ｏ
風

呂
掃
除

ｏ
玄
関
掃
除

・
洗
面
所

掃
除

●
ヵ
メ
の
水
か
え
な
ど
を

交
代
で
や

っ
て
く
れ
る
よ
う
に

な
り
、
と

っ
て
も
助
か

っ
て
い

ま
す
。
先
日
も
組
合
の

一
泊
旅
行

ヘ

初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
楽
し
い
旅
行
で
し
た
。

玉

置

俊

通

「
し
か
し
」
と
あ
え
て
言
い
た

い
わ
け
な
の
で
す
。

近
年
の
子
ど
も
に
係
わ
る
間

題
は
不
登
校

ｏ
ナ
イ
フ
で
の
殺

人
な
ど
深
刻
で
す
。
忌
ま
わ
し

い
事
件
が
続
出
し
て
い
ま
す
。

文
部
大
臣
が
青
少
年
に
対
し

異
例
の
呼
び
か
け
を
す
る
な
ど

世
を
挙
げ
て
対
策
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
大
臣
が

教
育
関
係
団
体
代
表
と
、
こ
れ

ま
た
異
例
の
話
し
合
い
を
も
ち

ま
し
た
。

そ
の
あ
と
各
代
表
者
は
い
ろ

い
ろ
な

コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
て

い
ま
し
た
が
、
全
員

に
共
通
し

て
い
た
こ
と
は

「
政
府

の
対
策

で
も
な
い
し
、
ど
こ
か
の
団
株
∵

機
関

へ
の
注
文
」

で
も
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

異
口
同
音
に

「
家
庭
の
教
育

力
の
回
復
」
を
訴
え
て
い
ま
し

た
。
ど
う
考
え
て
も
、
そ
れ
し

か
方
法
は
な
い
よ
う
で
す
。

こ
こ
で
ひ
と
こ
と
。
『
子
ど

も
』
―
を
作
る
、
―
が
出
来
た
、

―
が
授
か

っ
た
。
の
言
葉
を
も

う

一
度
よ
く
か
み
し
め
て
み
た

い
も
の
で
す
。

現
在
の
大
人
が
そ
の
中
に
潜

む
、
大
事
な
大
事
な
意
味
を
か

み
分
け
ら
れ
な
い
と
し
た
ら
、

い
ま
の
子
ど
も
た
ち
は
、
決
し

て
救
わ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

人
間
の
存
在
の
意
義
の
根
底

に
ふ
れ
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

子
ど
も
の
成
長
と
共
に

五
区

林

　

　

美
智
子

作
家
を
読
む
事
が
で
き
ま
す
。

二

ｏ
三
日
た
め
読
み
す
る
事
も

あ
り
ま
す
が
、
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
子
供

に
も
、
た
く
さ

ん
本
を
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

子
供
の
成
長
と
共
に
役
員

も

つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
す

ね
。
役
を
や
る
前
は

「
で
き

れ
ば
、
他
の
人
に
や

っ
て
も

ら
え
る
と
い
い
な
あ
。
」
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
保
育
園

ｏ

小
学
校
と
や
ら
せ
て
い
た
だ

い
て
み
ま
す
と
、
資
料
作
り

や
段
取
り
な
ど
大
変
な
事
も

あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
ん
な
方

に
お
会
い
で
き
て
、
大
変
だ
っ

た
分
楽
し
い
事
も
た
く
さ
ん

あ
り
、
や

っ
て
よ
か

っ
た
と
思

い
ま
す
。

皆
が
健
康
で
、
仲
良
く
、
子

供
の
成
長
と
共
に
親
自
身
も
成

長
し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

組
長
で
も
あ

っ
た
為
で
す
が
行

か
せ
て
く
れ
て
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
の
様
に
少
し
ず

つ
、
自

分
の
時
間
が
持
て
る
よ
う
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

本
を
読
む
事
は
好
き
で
す
が
、

さ
あ
読
み
始
め
て
も
な
か
な
か

眠
気
に
勝
て
ず
、
ペ
ー
ジ
も
進

ま
な
い
の
で
、
最
近
は
毎
日
少

し
で
も
い
い
と
思
い
、
新
聞
の

小
説
を
読
む
事
に
し
ま
し
た
。

今
は
内
田
康
夫
作

「
は
ち
ま
ん
」

を
読
ん
で
い
ま
す
。
自
分
で
読

む
分
野
は
決
ま

っ
て
し
ま
い
ま

す
が
、
新
聞
な
ら
い
ろ
い
ろ
な

Ｐヽ
Ｓ
●

）ＮＳＳヽ
）恥一一、Я一

Ｎ
ヽ
日ヽ

、
ヽ

Ｊ
＆
≪

羮
孟
ぼ
囲は

轟 1■鶴

一・．騨
・■
』

■
口
一
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つ
い
こ
の
間
、
中
学
校
に
入

学
し
た
ば
か
り
と
お
も

っ
て
い

た
ら
、
早
い
も
の
で
、
僕
も
、

も
う
三
年
生
で
す
。

ま
ず
は
、
四
月
の
修
学
旅
行

を
ス
タ
ー
ト
に
中
学
校
生
活
最

後

の

一
年
が
は
じ
ま

り
ま
す
。

部
活
や
進
路

の
事

等
、
色
々
考
え
て
い

か
な
く
て
は
い
け
な

い
こ
と
が
、

い

っ
ぱ

い
あ
り
ま
す
。

僕
は

一
年
生

の
時

は
、
部
活

に
ま
じ
め

に
出

て
い
ま
し
た
。

で
も
、
二
年
生
に
な

っ
て
、
部

活
に
あ
ま
り
積
極
的
に
参
加
で

き
な
く
な
り
、
参
加
し
て
も
、

ま
じ
め
に
取
り
組
め
な
い
事
が

多
か

っ
た
の
で
大
会
で

一
勝
も

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
だ
か
ら

今
年
は
、
が
ん
ば

っ
て
と
に
か

く

一
勝
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

と
お
も
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
進
路
の
こ
と

に
つ
い
て
も
、
将
来
ど
の
よ
う

な
仕
事
に
つ
き
た
い
か
し

っ
か

り
と
考
え
て
自
分
に
あ

っ
た
道

を
、
進
ん
で
い
き
た
い
と
お
も

い
ま
す
。

麗Ш■
■
翼

“
■
■
躍

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て

お
父
さ
ん
が
、

ミ

ュ
ー
ジ
カ

ル
の
練
習

へ
行
き
ま
す
。
二
月

は
、
毎
日
の
よ
う
に
行
き
ま
す
。

私
は
、
「
お
父
さ
ん
、
今

日
は

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
練
習
、
休
ん

で
ほ
し
い
な
」
と
思
う
時
も
あ

り
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
は
、
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
で
、

ベ
ー
ス
を
ひ
い

て
い
ま
す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、

コ
ー
ラ
ス
で
歌
を
歌

っ
て
い
ま

す
。
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
は
、
仕
事

か
ら
帰

っ
て
、
ご
は
ん
を
食

べ

ず

に
練
習
に
行
く
時
も
あ
り
ま

す
。
二
十
二
日
に
、
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル
を
見
に
行
き
ま
し
た
。
私

三
年
生
に
な

っ
て

中
三

串

原

慎

治

（六
区
）

わたしの作文

ぼくの作文

小
四

宮

竹

麻

衣

（三
区
）

は
、

ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
、

「
お
父
さ
ん
や
お
ば
あ
ち

ゃ
ん

は
、

こ
ん
な
に
た
い

へ
ん
な
こ

と
を
し
て
い
た
ん
だ
。
」

と
思

い
ま
し
た
。
見
て
い
る
う
ち
に
、

だ
ん
だ
ん
楽
し
く
な

っ
て
き
ま

し
た
。
お
う
め
が
、
川
に
と
び

こ
ん
で
死
ん
で
し
ま
う
と
こ
ろ

が
、
と

て
も
か
わ
い
そ
う
で
し

た
。
さ
い
ご
は
、
た
く
さ
ん
は

く
し

ゅ
を
し
て
、

ア
ン
コ
ー
ル

も
し
ま
し
た
。
学
校

の
音
楽

の

先
生
や
、
弟

の
先
生
、
友
だ
ち

や
町
長
さ
ん
、
た
く
さ
ん
知

っ

て
い
る
人
が
、
出
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
、

い

つ
も
た
く
さ
ん
練

習
を
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
み
ん
な
が
、
ち
か
ら
を
合

わ
せ
て
が
ん
ば

っ
た
か
ら
、
せ

い
こ
う
し
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

私
は
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
を
見
て
、

と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
も
う

一
度
、
見
た
い
な
。

一番右が麻衣さん

私
　
の
　
夢

私

の
し
ょ
う
来

の
夢
は
、

お
金
を
貯
め
て
、

フ
ラ
ン
ス

ヘ
旅
行

に
行
く
こ
と
で
す
。

な
ぜ
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
で

は
な
く
、

フ
ラ
ン
ス
に
行
き

た
い
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
、

「
フ
ァ
ー
プ

ル
昆
虫
記
」

の

著
者
、

フ
ァ
ー
プ

ル
の
家
を

見
に
行

っ
て
み
た
い
か
ら
で

す
。
私
は
、
虫
や
ト
カ
ゲ
な

ど
が
好
き
で
、
よ
く
昆
虫
記

を
読
ん
で
い
る
の
で
ま
わ
り
の

自
然
や
動
物
を
、
自
分
で
も
観

察
し
て
み
た
く
な

っ
た
か
ら
で

す
。私
が
し
ょ
う
来
、
な
り
た
い

職
業
は
、
四
つ
あ
り
ま
す
。　
一

つ
は
、
図
書
館
の
職
員
で
す
。

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
本
を
読
む

の
が
好
き
な
の
で
、
そ
の
本
が

あ
る
所
で
働
き
た
い
か
ら
で
す
。

二
つ
目
は
、
作
家
で
す
。
前

に
も
書
い
た
よ
う
に
、
私
は
本

が
好
き
だ
し
、
他
の
人
に
、
私

の
書
い
た
本
を
、
読
ん
で
も
ら

い
た
い
か
ら
で
す
。

三
つ
目
は
、
雑
貨
屋
さ
ん
で

す
。
私
は
か
わ
い
い
小
物
や
お

皿
な
ど
に
も
興
味
が
あ
る
の
で
、

そ
う
い
う
の
を
扱

っ
て
み
た
い

で
す
。
四
つ
目
は
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー

タ
ー
で
す
。
私
は
、

マ
ン
ガ
は

無
理
だ
け
ど
、
ポ
ケ
モ
ン
の
絵

な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
を
か
く
の
は

と
く
い
な

の
で
、　
一
度
な

っ
て

み
た
い
で
す
。

し

ょ
う
来

の
夢
は
、
四

つ
も

あ
る
の
で
、
な
る
の
は
ど
れ
か
、

ち

ょ

っ
と
迷

っ
て
し
ま
い
そ
う

で
す
。
私
が
今

一
番
や
り
た
い
の
は
、

雑
貨
あ

つ
め
で
す
。
か
わ
い
い

植
木
ば
ち
や
、

ヌ
イ
グ

ル
ミ
を

自
分

の
部
屋
に
お
い
た
り
、
ち

い
さ
な
あ
わ
立

て
器
や
、

こ
な

ふ
る
い
な
ど
を
集
め
て
お
か
し

を
作
ち

た
り
し
て
、
楽
し
ん
で

み
た
い
で
す
。

私

に
は
た
く
さ
ん
夢
が
あ
り

ま
す
。
ど
れ
が
か
な

っ
て
も
、

ち

ゃ
ん
と
や
り
と
げ
て
い
き
た

い
で
す
。

小
六

鈴

村

雪

乃

（
一
区
）雪 乃 さ ん

働
|ヽ
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私
達
、
唄
う

民
謡
の
長
月
会

は
、
家
元
丹
山

範
雄
先
生
の
丹

山
連
合
会
の
門

下
で
、
飯
伊
地

域
に
は
十
七
支
部
あ
り
、　
一
支

部
が
高
森
町
に
範
那
支
部
と
し

て
あ
り
ま
す
。

範
那
支
部
の
な
か
に

「
朋
明

会
」
「
サ
ツ
キ
会
」
「長
月
会
」

「
星
萌
会
」

の
四

つ
の
会
が
あ

り
、
現
在
会
員
は
三
十
八
名
の

集
ま
り
で
す
。

長
月
会
は
、
下
市
田
を
中
心

に
居
住
し
て
い
る
人
、
十
名
の

民
謡
大
好
き
な
仲
間
で
、
毎
月

第
二
、
第
四
水
曜
日
の
夜
七
時

三
十
分
か
ら
約
二
時
間
、
高
森

町
公
民
館
三
階
大
会
議
室
を
お

グ

ル
ー
プ
紹

　ヽ
　
人分
で

「升秋
の
〈
置

子

を
、
と
い
う
事

‐

）
引
い
　

で
し
た
の
で
会

ト
リ

会
平く
鰤鰤鋤餞砂」

の
仲
た置哄薇けデ

萩
　
コ」続
曇
ヽ

日
赤
、
た
ん
ぽ

ぽ
会
、
食
改
、
暮
ら
し
を
考
え

る
会
な
ど
に
呼
び
か
け
、
十
数

人
で
始
め
ま
し
た
。
お
年
寄
り

を
招
待
し
て
の
お
楽
し
み
会
で
、

こ
の
頃
は
パ
ス
を
お
借
り
し
、

会
員
手
作
り
の
お
弁
当
を
持

っ

て
町
内
め
ぐ
り
を
し
た
り
、
紅

葉
を
見
に
松
川
ダ
ム
ま
で
足
を

の
ば
し
た
事
も
あ
り
ま
し
た
。

地
域

に
花

い

っ
ぱ

い
運
動
、
地

下
歩
道

の
壁
画
書
き
の
お
手
伝

い
な
ど
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
会
は
部
落
長
さ
ん
、
老

人
ク
ラ
ブ

の
会
長
さ
ん
、
民
生

委
員
さ
ん
に
も
加
わ

っ
て
い
た

・

・
だ
き
、
協
力
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
年

と
共
に
会
員
の
数
も
増

え
て
ま
い
り
、
現
在
二

十
八
名
、
今
年
も
何
人

か
入

っ
て
下
さ
る
方
が

あ
り
ま
す
。

今
私
達
が
や

っ
て
い

る
事
は
、
六
月
と
十
月

に
七
十
七
歳
以
上
の
お

年
寄
り
と

一
人
暮
ら
し

の
方
、
障
害
を
も
た
れ

た
方
を
招
待
し
て
の
お

楽
し
み
会
で
す
。
会
員

持
ち
よ
り
の
野
菜
等
を

使

っ
て
、
手
作
り
の
昼

食
会
を
し
て

一
日
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
て
お

唄
う
民
謡

長
月
会

今

村

秀

雄

借
り
し
て
、
塚
平
嶺
子
先
生
の

ご
指
導
で
練
習
を
し
て
い
ま
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
は
、
町

行
事
の
ふ
る
さ
と
祭
り
の
参
加

や
、
社
協
主
催
の
高
齢
者
交
流

会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
出
演
、

下
市
田
区
の
文
化
祭
り
の
参
加
、

範
那
支
部
の
お
さ
ら
い
会
、
飯

伊
地
区
丹
山
連
合
会
の
隔
年
ご

と
に
実
施
す
る
お
さ
ら
い
会
と

発
表
会
、

コ
ン
ク
ー
ル
に
参
加

し
て
、
み
ん
な
で
心
か
ら
唄
う

こ
と
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
唄

う
時
以
外
に
も
折
々
に
、
新
年

会
、
暑
気
払
い
、
小

旅
行
、
忘
年
会
等
で

交
友
を
深
め
る
事
も

し
て
い
ま
す
。

今
年
の
行
事
は
六

月
二
十
八
日

（
日
）

に
、
吉
田
公
民
館
で

範
那
支
部
会
員
が
七

十
曲
を
唄
い
ま
す
。

是
非
皆
様
で
聞
き
に

来
て
く
だ
さ
い
。

民
謡
を
大
き
な
声

を
出
し
て
唄
う
事
は

姿
勢
が
よ
く
な
り
、

ス
ト
レ
ス
解
消
、
健

康
増
進
、
仲
間
も
た

く
さ
ん
で
き
ま
す
。

日
頃
は
何
か
と
お
忙

し
い
毎
日
を
お
過
ご

し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
気
軽

に
入
会
で
き
ま
す
。

一
緒
に
唄

っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
か
ら
も

４
‥
４

り
ま
す
。
そ
の
他
、
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
で
や
す
ら
ぎ
荘

へ
行
く
方

の
付
き
添
い
や
、
施
設

へ
も
出

向
き
何
国
か
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
は
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
の
風

車
作
り
の
お
手
伝
い
も
し
ま
し

た
。
又
地
域
の
要
請
に
応
じ
て

そ
の
都
度
お
手
伝
い
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
会
員
の
親
睦
の
た

め
に
手
芸
等
の
楽
し
み
も
し
て

お
り
ま
す
。

十
年
た
ち
ま
す
と
会
員
の
平

均
年
齢
も
高
く
な

っ
て
ま
い
り

ま
す
。
私
達
も
出
来
る
う
ち
は

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
が
、
お

気
持
ち
の
あ
る
方
の
入
会
を
お

待
ち
し
て
居
り
ま
す
。

今
年
は
町
の
区
長
、
常
会
長

会
の
席
で
、
萩
の
会
が
町
よ
り

表
彰
さ
れ
、
立
派
な
賞
状
を
い

た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ

の
賞
状
に
恥
じ
な
い
よ
う
こ
れ

か
ら
も
奉
仕
活
動
を
続
け
て
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

練
習
を
重
ね
、
唄
の
レ
パ
ー
ト

リ
ー
を
増
や
し
、
仲
間
も
増
や

し
て
活
動
し
て
参
り
ま
す
。

本
年
は
、
二
月
、
二
月
に
冬

季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
世
紀
の
祭
典
の
続
い
た
中

で
、
今
度
は
七
年
に

一
度
の
萩

山
神
社
式
年
祭
御
柱
祭
り
が
好

天
に
恵
ま
れ
て
盛
大
に
で
き
た
。

御
同
慶
に
た
え
な
い
。
区
報
の

記
事
と
し
て
も
取
り
上
げ
た
が
、

祭
典
と
編
集
時
期
が
重
な
り
関

係
記
事
を
担
当
さ
れ
た
方
々
に

は
忙
し
い
思
い
を
さ
せ
た
が
お

許
し
を
い
た
だ
き
た
い
。

区
報
で
は
、
下
市
田
へ
転
入

さ
れ
て
来
た
方
を
、
「
よ
う
こ

そ
下
市
田
へ
」
と
題
し
て
紹
介

し
て
き
た
が
、　
一
昨
年
か
ら
隔

年
に
、
下
市
田
出
身
の
方
で
、

町
外

へ
転
出
さ
れ
た
方
も
、

「
故
郷

へ
の
便
り
」
と
し
て
紹

介
し
て
い
る
。
本
年
は
後
者
で
、

下
市
田
出
身
の
方
々
を
知

っ
て

い
た
だ
い
た
り
懐
か
し
ん
で
い

た
だ
け
る
か
と
思
う
。
年
間
に

各
区

一
名
し
か
ご
紹
介
で
き
な

い
が
ご
登
場
い
た
だ
き
た
い
方

が
あ

っ
た
ら
推
薦
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

区
報
も
四
十
号
と
な

っ
た
。

昭
和
五
十
九
年

一
月
発
行
以
来

十
五
年
目
で
あ
る
。
十
五
年
間

の
歩
み
は
、
下
市
田
区
の
生
き

た
歴
史
の
記
録
で
あ
り
そ
の
重

み
を
ひ
し
ひ
し
と
感
ず
る
。
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